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産学連携の発展に向けて

埼玉りそな銀行法人部長 柴田潤一郎

私が産学連携に関わり始めたのは、まだ、産学連携という言葉が一般的には馴染みがなかった

平成 12年です。当時はあさひ銀行企画部埼玉企画室長として「埼玉県経済活性化への提言Jを

取りまとめており、その中で産学連携の必要性を盛り込んでいたからです。そして、実際~，こ銀行

としても推進するため、平成 13年4月より埼玉りそな産業協力財団で産学連携事業を立ち上

げ、初代の産学交流推進室長になりました。当行としての産学連携事業のスタートもここからで

した。当時は何もわからない中、埼玉大学地域共同研究センターの本問先生(現工学部准教授)

には大変お世話になりました。その後、平成 15年の「埼玉りそな銀行」開業に伴い、法人部に

新事業支援室を設置し、当行としても前掲の財団とともに推進していくことになりました。

これまでに埼玉大学と当行は様々な形で連携を進めて参りましたが、平成 16年には相互協力

協定を締結し、一層の強化が図られました。当行は企業との橋渡し役としての機能をはじめとし

て、資金面では、埼玉大学の「地域イノベーション支援共同研究」事業において採択された事業

化を目指す企業向けに「埼玉大学地域イノベーションファ ンドJを設けています。また、人的な

交流としては、毎年継続的にイ ンターンシップとして 8月に学生を受け入れ、平成20年度より

は、将来の地域経済を担う人材の育成を目的として「寄付講座」を開設し、講師を派遣して 14 

回の講義を行っています。さらに「ベンチャー講座 n埼大」を共催するとともに講師の派遣を

行うなど、最近では多岐にわたる連携となっています。

ここで、産学連携の発展に向けて、一つだ、け触れさせていただくと、企業側の対応により その

成果が大きく左右されるということをあげたいと思います。相談にあたり企業として漠然とした

イメージまたは理想(夢)があるだけで、明確なニーズや情報もなく技術開発依頼をするケース

が多々あるからです。これでは連携を進めることができたとしても、企業の求めたものと異なる

結果となることが多く、仮に満足の行く成果があったとしても、企業として何のノウハウの蓄積

にもならず、また、社員の育成にも繋がらない、単なるアウトソーシングとなって しまいます。

企業は連携に際し、自社の技術力・情報等を十分把握し、それを適切に伝える準備と説明が必要

であることを強調したいと思います。

最後に、埼玉大学と県内企業との連携による埼玉県経済の一層の活性化と地域オープンイノベー

ションセンター産学官協議会および参加企業の方々の益々のご発展をお祈り申し上げます。
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活動報告

埼玉大学地域オープンイノベーションセンター

産学官協議会副会長 太田公贋

|11 第1回オーブンフォトニクスセミナー報告 111 

平成21年5月 20 日(水)午後 3~5 時に、新都心ビジネス交流プラザにて、第 1 回のオープンフ

ォトニクスセミナーが開催され、埼玉大学理工学研究科 准教授 酒井政道による「フォトニクスの基

礎一光波と光子一」のセミナーがあった。受講者は4 3 名であった。年齢層も非常に幅広く、 20~30代

の若い人達から、もうすでに、相当の年配の方までおり、光学には非常に興味を抱く人が多いこと、ま

た、年齢には無関係であること、光が多くの産業に利用されていることなどが理解できる年齢構成であ

った。

第 1回ということで、主催者として(財)埼玉県中小企業振興公社の堀江明常務の開催の挨拶くがあり、

また、埼玉大学地域オープンイノベーションセンター長の太田公虞教授からも、光学の重要性として朝

永t辰一郎先生らとの会話例などが紹介された。その後、今回のセミナーのコーディネータをして頂いた

埼玉大学理工学研究科の鎌田憲彦教授から、この8回のセミナーの目的と構成、今後の方針について、 1 

紹介があった。

酒井先生の講座は、光学の基礎的知識についてであった。光が「波」の性質と「粒子」の性質の両方

があるということから始まり、波の性質では位相があること、その幾何学的な取扱い方法、また、粒子

としての取扱いでは、その統計的方法から黒体輯射の話、さらには、量子情報通信にまで及んで話をさ

れた。

セミナーを受講した方々の素養は、受講生の年齢構成からも分かるように相当にばらついていたと考

えられる。従って、産業に応用するための光学の基礎知識としては、かなり難しいと感じた方もいたか

も知れない。一方、あまりにも易しいと感じた方もいたと思われる。さらに、今後 7回を受講する基礎

知識としては必要最小限で、あったと思われるので、粘り強く続けていただくことが今後に役に立っと考

えられる。

なお、 「オープンフォトニクスセミナー2009Jの日程や内容、申込み先等は、 『お知らせ(15ペー

ジ)Jjに詳細を示す。

埼玉大学酒井政道准教授によるセミナーの様子
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活動報告

埼玉大学地域オープンイノベーションセンター

産学官協議会副会長 太田公慶

11 産学交流協議会第 10固定期総会報告

去る 6月 1日(月)に、大宮ソニツクシティビル4F市民ホールにて埼玉大学地域オーフ。ンイノベー

ションセンター産学交流協議会の総会が下記のように午後 2時から開催された。

来賓の挨拶では、はじめに、経済産業省 関東経済産業局局長 塚本修氏の代理出席で地域経済部長

吉津雅隆氏より、非常に熱のこもった挨拶が約 30分程度あり、続いて、埼玉県産業労働部長 浅賀康

夫氏の代理出席で6月 1日付けで就任した新産業育成課長の竹永祥久氏から、また、さいたま市経済局

長 池田誠氏の代理出席で経済部長の長島光正氏から挨拶くがあった。

その後、栗原隆会長を議長として議案の審議に入札全ての議案は満場一致で可決された。会員の出

席者は 39名、委任状は 115名であり、議決有効数は合計 154名であった。全会員 166名の 3分

1以上を満たしていた。今回の総会では以下の主な点が議決された。

( 1 ) 2 0年度事業報告案、決算案、 21年度事業計画、予算案では、

.21年度の事業計画に、新たに、企業技術者向けに「オープンフォトニクスセミナー2009J

を8回行い、その予算が計上された。現在、第2回目のセミナーには、 47名の申し込みがある。

( 2) 規約改正の主な点は、

-これまでの「産学交流協議会Jの名称を「産学官協議会」とした。

-副会長 2名を 3名にし、 (株)愛工舎製作所の牛窪啓詞社長が副会長に推薦承認された0

・運営委員会の委員に、小島化学薬品(株)の佃毅会長が推薦承認された。当日は橋本常務

が参加され、挨拶された。

総会の後半には、 「ものづくり高度基盤技術研究会」の活動報告が堀尾健一郎研究会長よりあった。

また、新たな「福祉医療・スポーツ支援装置等の開発研究会」の紹介、および、埼玉大学地域オープン

イノベーションセンターの最近の活動内容が太田公虞高1]会長より報告され、総会は盛会のうちに終了し

た。

第2部の講演会では下記にあるように埼玉大学学長上井喜彦氏から「経済成長のパラダイム・シフト

を考える」との内容にて、お話があった。

上井先生は、今回の 100年に 1度あるかないかの不況の原因となった米国のリーマンブラザーズの

破綻の遠因となったサブプライムローンの仕組みの解き明かしに始まり、世界の経済のパラダイム・シ

フトが生じ始めたこと、さらに日本の経済構造、産業構造にもパラダイム・シフトが必要になってきた

こと、また、大学のパラダイム・シフト、産学官連携のパラダイム・シフトが必要になってきたことな

どについて、分かりやすい詳細なお話をされた。埼玉大学においても、産学官連携において流れを変え

ていくことが求められてきており、センターの在り方も変更してきたのは、このパラダイム・シフトに

起因しているとのお話で、あった。世界中で、社会の仕組み、会社等の構造・システム変更、貿易や商業、

産業構造など、ありとあらゆるところで、これまでの価値概念の変更が生じてきており、これまでのパ

ラダイムが大きく変更・シフトしてきていることが実感されるご講演であり、将来の社会構造等の在り

方において非常に考えさせられる内容であった。
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活動報告

第3部の懇親会が 14階の天空のジパングであり、 50名程度の参加であった。)11橋正昭副学長・理

事の挨拶と乾杯にはじまり、和気あいあいと談笑された。途中で、客員教授の紹介、参加していた大学

の教授の紹介、コーディネータの紹介などがあり、最後に、新たに副会長に就任された(株)愛工舎製

作所の牛窪啓詞社長が締めを行って散会した。

以下には、総会当日の次第を示す。

【第 1部] 定期総会 14 00~15 30 
次第

1. ( 1 )開会

( 2)会長挨拶

( 3 )来賓祝辞関東経済産業局局長塚本 修氏

埼玉県産業労働部長浅賀康夫氏

さいたま市経済局長池田 誠氏

(4 )議事

第 1号議案 平成20年度事業報告案及び決算案について

第2号議案 平成21年度事業計画案及び予算案について
第 3号議案規約改正案について

第4号議案 運営委員の追加及び交代案について

( 5 )その他

( 6 )閉会

II. 研究会および産学連携実績等紹介
くイ木憩 15 30~15 40> 

【第2部] 講演会「経済成長のパラダイム・シフトを考えるJ15 40~16 40 
講演者埼玉大学学長上井喜彦

[第3部] 懇親会 17 00~18 00 

来賓の挨拶に立つ関東経済産業局地域経済部長の吉津雅隆氏 栗原隆会長を議長として全議案は満場一致で可決した

懇親会で歓談する上井喜彦学長 懇親会で乾杯の挨拶を述べる川橋正昭副学長・理事
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会員企業訪問記26

小島化学薬品株式会社
~最先端の技術で貴金属に夢を~

1 .はじめに

今回訪問 したのは、明治42年から創業し、今年で100周年を

迎えるという、とても歴史のある小島化学薬品株式会社です。

当社は試薬製造に端を発し、すく、、れた製造技術を生かして、今

日まで貴金属工業製品などの提供をはじめ、各種のスクラ ップ

や廃液から貴金属の回収・精製を行い、資源のリサイクルを行

っています。また回収された貴金属から、めっき薬品、添加

剤、貴金属触媒の開発など、|幅広い分野へ活躍の場を広げてい

ます。

2.事業内容

当社は、 「より良く、より早く、より安く 」をモットーに、

技術力の向上や生産力の強化に努めており、お客様の満足のい

く製品の開発を行うとともに、周辺の自然環境や生活環境など

の環境保全を第一に考え、企業の社会的責任を果たすことを目

指しています。

事業内容としては、下図のように中核を6つおき、それらを

線で、つなぎ、環状の輸としています。これらの事業を展開する

中で、特に当社の強みとなっているものは、以下の3つで、す。

まず 1つ目は、 IS09001のもと品質管理体制の確立と高度に

完備された設備です。これらにより、多種類の高純度貴金属薬

品や貴金属めっき薬品を製造することが可能になります。

2つ目は高い分析能力です。新製品の研究開発や出来上がっ

た製品の品質チェックなどには高い分析能力が必要となりま

す。確かな分析能力によるチェックを行った製品を提供するこ

とにより、お客様から高い信頼が得られています。

3つ目がリサイクルの高回収率です。当社は、製品コストの

低減、経済効果の上昇、環境保全への貢献といった目的から電

子部品スクラップ、プリント基板等から貴金属のリサイクノレを

行っています。

3.工場見学

当社は電子部品スクラ ップやプリント基板のリサイクル、化

成品の研究開発、分析などを行っていました。若い従業員の方

が多く、 元気よく挨拶をして くれました。 分析や品質管理を行

う部署には、多くの高精度の設備が備えられていました。優れ

た研究開発を創出する環境づくりに力を注いでいると感じまし

た。また、敷地内には現在工事中の場所があり、そこにはバイ

オ技術を活用した廃液処理施設を建設する予定だそうです。事

業内容が化学であることから、法規制への対応もさることなが

ら、自らの意識により、環境に配慮することを心がけていま

す。

限りある資源を次世代のために・. . 

最先端の技術で貴金属に夢を与え続けます。

小島化学薬品株式会社の事業内容
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4 社長のお話

現在の社長は2005年に就任されたのですが、就任された当初

から常に大事にしているものは、 「人Jだそうです。会社は

「人j によって支えられ、 「人Jによって成長し、 「人」によ

ってつぶれもする。そうい う考えから 自らの考えを社員全員に

伝えるために、就任当初から2年間毎日朝、 始業30分前に会社

にきて、課長以上の役職の人と会議をし、社員全員に自分の考

えを伝えてもらうように努力してきたそうです。また、社員の

方々には失敗を恐れず、自 由に研究 ・開発を行ってもらい、た

とえ失敗しても、屈することなくはいあがっていくようにしっ

かりと 手助けをしたいと考えています。社員一人一人の成長が

会社の成長・発展につながるということ でした。

また、私たちが社長、 常務に取材を行った会議室には3つの

「るJ (1良い事はすぐやるだめな(悪し¥)事はすぐやめ

るし、つもと違う時はすぐ報告するJ)、意識に関する 5C

(C ommuni cat i on、Consc i ousness、Customer、Crisis、C

ost) などの標語が貼ってあり、常に従業員に対する意識付ーけ

を心がけている姿勢がうかがえました。

このような考えをもっているトップの方がし、るので社員の

方々の意識が高まり、さらなる技術革新ができ るのだと感じま

した。

代表取締役社長 五木田春夫氏

企業名目小島化学薬品株式会社

本社所在地:350-1335 j奇玉県狭山市柏原337-26

連絡先:TEL 04-2953-9231 FAX 04-2953-9237 
さEき凡E 立:昭和36年7月11日 (創業100周年)

資本金・ 8000万円

従業員数:141名

代表者:代表取締役社長 玉木田春夫

業務内容:貴金属類の回収精製

めっき薬品、添加剤、貴金属触媒の開発 等

対応者:代表取締役社長玉木田春夫氏

常務取締役 橋本和俊 氏

執行役員営業本部営業部岩佐浩隆氏

訪問者:大学院理工学研究科2年 巌倉和寛

産学官連携推進副部門長木下裕美

訪問日:平成21年6月9日



財団法人埼玉りそな産業協力財団
~よりよい埼玉の未来を~

事務所風景

1 .はじめに

今回訪問させていただいた埼玉りそな産業協力財団は、 i奇玉

銀行(当時)が創立20周年にあたって、培玉県、埼玉県内の市

町村¥取引先その他各方面への愛顧や支援に応える記念事業と

して埼玉銀行の寄付金で昭和38年に設立されました。

平成14年に埼玉りそな銀行創業に合わせて、 「崎玉りそな産

業協力財団」と改称し、より一層埼玉県に特化したシンク タン

クとして、地元の産業振興に役立つ質の高い情報を、企業や行

政などにタイムリーに、かっ適切に情報提供を行っています。

当財団は公益法人として「地域の産業経済の健全な発展に寄与

するJという使命感を持って日々活動しています。現在、顧問

に埼玉大学学長が就いており、埼玉大学ともとても密接な関係

があります。

2 事業内容

当財団は、①経済調査事業、②地域研究事業、③産学交流推

進事業、④講演会の開催、⑤経済情報誌の企画編集、を主な事

業として展開しています。

①経済調査事業

地域の産業経済に関する調査・研究として、企業経営動向調

査や新規学卒者採用状況などのアンケート調査、崎玉県の経済

見通しゃボーナス予測などの予測調査、産業天気図の作成や各

種経済波及効果分析などを実施しています。新聞などの地域経

済関連記事においては、当財団の調査結果がしばしば掲載され

ています。また、最近ではNHKのドラマの舞台となった川越

の経済波及効果の研究も行し、ました。

②地域研究事業

埼玉県、県内市町村、関連機関などからの受託調査を中心と

した地域研究事業を行っています。これまで、各地公体からの

総合計画、 PF 1、産業活性化策などの調査・分析受託や、埼

玉県からの創業ベンチャー支援センターのアド、パイザーチーム

設置業務などの受託実績があります。

③産学交流推進事業

企業と大学・研究機関との連携を図るため、企業に対し大学

との共同研究や技術相談などの

コーディネート、セ ミナーの企

画・開催、大学の研究内容や特

許の情報提供を主な活動内容と

しています。具体的な活動の 1

っとして、当財団の担当者が県

内の大学のコーディネータとと

もに企業訪問を行うなど、当財

団ならではの、機動力のある活

動を行っています。

理事長 利根忠博氏

④講演会の開催

中堅中小企業向けに、さらなる経営に対する見地を深めても

らうため、有識者や企業経営者による経営戦略などをテーマと

した講演会を定期開催しています。

⑤経済情報誌の企画編集

月刊として「埼玉りそな経済情報」の企画編集・発行、年刊

として「白木の中の埼玉Jの発行を行っています。
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県内の調査，研究のニュース 産学連携セミナーの
リリース リーフレット

3.埼玉大学への期待

月刊 11奇玉りそな経済情報」

当財団の依田英男副理事長は、埼玉大学に対し、地域と密接

な関係を築き、より身近な存在として地域経済産業の発展に尽

力してもらいたいと大きな期待を寄せています。本学の教員に

も、研究面だけでなく、産業経済の発展をリードするため、地

域の産業界に対しても目を向けてほしいとのことでした。地域

から頼りにしてもらえる存在となるよう、当財団を見習い、埼

玉大学もさらなる地域との信頼関係の構築を図っていく必要が

あると感じました。

財 団名:i奇玉りそな産業協力財団

本社所在地:さいたま市浦和区高砂2-9-15

連絡先:TEL 048-824-1475 FAX 048-824-7821 

設 立:昭和38年11月1日

基 金 :3億円

理事長:利根忠博

主務官庁:埼玉県

役 員:理事 10名評議員 19名

監事 2名顧問 1名

主な業務内容:経済調査、地域研究、産学交流推進、講演会の開催

対応者:副理事長依田英男氏

訪問者:大学院理工学研究科2年巌倉和寛

産学官連携推進副部門長木下裕美

訪問日:平成21年6月8日
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埼玉大学の研究シーズ紹介
今回は、埼玉県経富者協会(会長利根忠博、本協議会賛助会員)会報「埼経協二ユースJの記事「埼玉大学研究者との出会いの広場
~シリーズ第51巨IJを転載いたします。

ヒ卜、車、モノなどの移動体の動きのモニタリンクとそのデータベース化に関する研究
大学院理工学研究科数理電子情報部門大沢裕教授

当研究室では、情報科学に基礎を置き、時空間

情報データベース、高度交通システム、地理情報

システムなど、実世界自身やその上での動きのデ

ータベース化に関する研a究を行っています。

移動体の動きのモニタリングの中で、省エネや

環境問題、快適性の観点から、車の動きを捉え

て、効率良い移動計画を立てる技術がITS分野で活

発に研究されています。そのためにVICSが稼動

し、更に精微な動きの把握のためにプローブカー

などの実証実験も行われています。

当研究室では、個々の車の動きをデータマイニ

ングすることにより、 「よく通るルート」を把握

し、個々の車の動きを従来のVICSやプローブカー

よりも精微に実時間モニタリングできる技術の研

究を行っています。この研究の成果により、例え

ば日常生活の中での車での移動では、目的地を設

定しなくても、過去の行動ノミターンから行き先を

予測し、適切な経路を教えてくれるようなカーナ

ビが実現できると考えています。更に、この技術

は物流における車や、タクシーなどの位置を正確

に予測し、モノの輸送や配車などを効率化でき、

また携帯電話への適用でヒトの動きの把握にも役

立つものと考えております。

一方、道路や建物なども 新しいものが建設さ

れ、古いものが壊され、全体的には常に動いてい

ます。そのような地物の動きを、時間軸を含めて

データベース化しておくことにより、過去から現

PROFllE 

在までの世界で様々な地理演算や検索ができるよ

うな時空間情報システム (STIMS) を長年開発して

きました。このシステムは企業との共同研究によ

り実用化され、多数の自治体などで実際に使われ

てきました。図は当研究室で開発されたSTIMSの画

面例を示しています。

当研究室は、情報科学を背景に現実世界のデー

タベース化に関する研究をしており、プログラム

やシステムを独自に開発できる力を有している点 ( 

が、この分野における強みになっています。

1 r. 'Ð 耐字 0 1えも中 ト泊。 ，~1 'n

J 口 u 白 L~ 与の 図
科 医~!渇 j 民~アてヲ )-t:t. ，- -- .;'iヨ， "崎両 "定 '17 

図 当研究室で開発した地理情報システムソフトウエアのl例

1978年 信州大学大学院工学研究科電子工学専攻修了 ・産業への展開

1982年 東京大学生産技術研究所助手 l 現実世界のデータベース化に関する開発

1989年 埼玉大学工学部情報工学科助手 2 高度交通システムと移動体の動きに関する研究・開発

1990年 i奇玉大学工学部情報工学科助教授

1990年~1991 年 米国カーネギーメロン大学客員研究員

1998年 埼玉大学工学部情報システム工学科教授

現在 埼玉大学大学院理工学研究科教授

大沢 裕
(おおさわ ゆたか)
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研究シーズ紹介

-磁性薄膜の電子デバイス応用.
埼玉大学大学院理工学研究科物質科学部門 柿崎浩一 准教授

電子機器を構成する電子テ、バイスには様々なも

のがありますが、その中でも磁性材料を使ったデ

バイスの研究・開発を行っています。私たちが普

段目にする“磁性材料"と言えば“永久磁石"が

一般的ですが、これ以外にも磁性材料には様々な

性質を持つものが存在します。これらを適材適所

に使用することで、各種の電子デバイスが作られて

きました。近年ではノートパソコ ンや携帯電話、

携帯音楽プレーヤーなどを見てもわかるように、

市場からの要求は小型・高性能かっ省エネルギー

化が求められております。これを実現するために

は電子機器に使用される電子デ、パイスの小型化は

避けられません。そこで重要になるのが磁性材料

を薄膜化するプロセス技術です。当研究室では薄

膜作製法としてスパッタリング法を採用していま

す。この方法は真空中において薄膜にしたい物質

(ターゲット)にプラズマ化したアノレゴンイオンを

高速で衝突させることで原子を叩き出し、基板上

に付着させて薄膜を得る方法です。スパッタ リン

グ法は産業界でも広く用いられており、例えば、

パソコンに搭載され、膨大なデジタルデータを蓄

積することのできるハードディスクドライブ (H

DD)などはこの方法で製造されています。HD

Dにおいては、私たちの目に見えないような微小

磁石をディスク上にたくさん並べることで情報を

記録しています。その磁石のサイズは数十nmの

オーダーです。従って、 HDDのディスクに使わ

PROFILE 

1992年3月 埼玉大学工学部電子工学科卒業

1994年3月 埼玉大学大学院理工学研究科博士前期課程

電子工学専攻修了

1994年7月 埼玉大学工学部機能材料工学科助手

2002年4月 埼玉大学工学部機能材料工学科助教授

れる磁性材料は必然的に薄膜にならざるを得ない

のですが、薄くすると磁力が弱まってしまうとい

う問題が生じます。そこで薄膜の構造をナノスケ

ールでコ ン トロールし、薄くても強い磁力を保つ

ことのできる磁性薄膜を実現しようと研究を行っ

ています。また、プラズ、マ重合反応を応用し、スパ

ッタ リング中に有機物の原料ガスを導入すること

でポリマーと金属の複合材料の開発も行っていま

す。この複合材料はポリマーが“つなぎ"の役割

を果たすことで柔軟性に富み、小型電子機器のフ

レキシブル基板から轄射されるノイズを抑制した

り、 RFID (ICタグ)のノイズ低減、感度向

上を目的とした電磁波吸収シートとしての応用も

期待できます。

国 対向ターゲット式RF
マグネトロンスパッタリング装置

周産業への展開

薄膜化プロセス、金属ーポリマー飯合薄膜の作製、 1滋性薄l肢の

電子デハイスへの応用、i滋性材料の特fl:.詞ifilJiなど

2006年4月 i奇玉大学大学院理工学研究科物質科学部門助教慢

2007年4月 i奇玉大学大学院理工学研究科物質科学部門准教授

柿崎
(かきざき

~.!:f:._ 
J口

こういち)

現在に至る。博士(学術)

(埼玉大学、 2001年)
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お知らせ

埼玉大学創立60周年記念事業プログラム

開催日 催し物

H21. 3.28 
連続市民講座「埼玉の教育と未来一教育に希望を

託す社会を-J

H21. 4.25 連続市民講座「古代の埼玉と東アジアー古i責時代
の対外交流 j 

H21. 5.23 
連続市民講座「彩の国はどこへ?一道州制下の地

方自治-J

H21. 6.27 
連続市民講座「埼玉の環境を考えるー未来にどの

ような環境を残すかー」

H21. 7. 8 
コンサー卜「音楽のつばさーさいたま市との共催-J

於 コムナーレ(浦和パルコ)

H21. 7.25 
連続市民講座「埼玉のものづくりと人づくりー熟練

技能の伝承と創造型人材の育成-J

H21. 8.29 
連続市民講座「子育て支援の現在ー埼玉から来来

の子どもたちへ一」

H21. 9.19 
記念シンポジウム「脳科学の現在と課題(仮)J 

於ラフレさ L、たま

H21. 9.25 
記念式典・記念講演会「クリーンル ムから地球
環1克までj於 浦和ロイヤルパインズホテル

H21. 9.26 連続市民講座「埼玉の新しいまちづくりを考える
一<品吉い>をキ ワ ドにーJ

H21.10.24 連続市民講座「ゲノム研究の現在一埼玉から世界へ-J

H21.10.24~11. 7 歴史で綴る埼玉大学企画展

H21.11. 1~11. 3 創立60周年記念フェスティパル
(第60回むつめ祭と同日開催)

H21.11.15 コンサー卜「第6回埼玉大学フレッシュコンサー卜-j奇
玉りそな銀行との共催-J於埼玉りそな銀行本庖講堂

H21.11.28 
連続市民誘座「戸田ボートコースの水質浄化作戦

-淡水産真珠貝を利用して一」

H21.12.12 
コンサート「第10回音楽の贈りもの」

於 さいたま芸術劇場

H21目12.19
連続市民講座「埼玉の広報戦略一21世紀都市のブ

ランドカと戦略広報-J

平成21年度
埼玉大学関連・その他の企画

開催日 催し物

H21. 4. 1 学年開始

H21. 4. 7 大学院入学式

H21. 4. 8 学部入学式・オリエンテーション及び

TOEIC試験

H21. 4. 9~ 4.10 新入生ガイダンス

H21. 4.13~ 7.29 前期授業

H21. 7.23~ 8. 6 前期補講・試験期間

H21. 8. 7~ 9.30 夏季休業

H21.10. 1 ~12.22 後期授業I

同21.11. 2~11. 4 むつめ祭休講

H21.12.23~ 1. 7 冬期休業

H22. 1. 8~ 2. 8 後期授業E

H22. 1 .28~ 2.16 後期補講・試験期間

H22. 2.13 TOEIC試験

H22. 3.24 大学院終了式(予定)

H22. 3.25 学部卒業式(予定)

平成21年度
産学官協議会関連企画

開催日 催し物

H21. 4.20 第 1回運営委員会

同21.6. 1 第 2回運営委員会

第10固定期総会

第 1回交流会

H21.10初旬 第 1回ベンチャー講座in埼大

H21.10初旬 第 6回テクノ・カフェ

H21.11初旬 第 2回ベンチャー講座in埼大

H21.11.下旬 第 2回交流会

H21.12月中 第 3回ベンチャー講座in埼大

H22. 1月中 第 4回ベンチャ一講座in埼大

H22. 2月中 第 7回テクノ・カフェ

H22. 2中旬 ビジネスアリーナ2009

H22. 2.中旬 第 5回ベンチャー講座in埼大

H22. 3月中 第 3回運営委員会

オープンフォトニクスセミナー2009
埼玉大学と(財)埼玉県中小企業振興公社が連

携して、地域の企業技術者の方々向けに光学(オ

プト)、光技術に関するセミナーを開催しています。

5月20日(水) I新都心ビジネス父流フ。フザ

第 1回 「フォトニクスの基礎ー光波と光子ー」
埼玉大学理工学研究科准教授 酒井政道

6月23日(火) I新都心ビジネス父流フ。フザ

第 2回 「光源と測定技術」
埼玉大学理工学研究科教授奇治環

7月17日(金) I埼玉大学

第 3回
埼玉大学の研究室見学、懇談会

8月24日(月) I新都心ビ‘ジ、ネスフ。フザ

第 4回 「光学材料の物理的基礎J
埼玉大学理工学研究科教授矢口裕之

9月18日(金) I新都心七、ジ、ネスフ。ラザ
第 5回

fLE 玉D大光学源理の工特学性研と応究用科J教
埼 授高橋幸郎

(1 0月) |新都心ビ.ジ‘ネスフ。フサ‘

第 6回 「有機薄膜光・化学センサJ
埼玉大学理工学研究科准教授 内田秀和

(1 1月) |新都心ビジネスプラザ

第 7回 「光学研磨の基礎と応用J
埼玉大学理工学研究科准教授 池野]11買ー

(1 2月) |新者s/L¥七、ジ、ネスフ。フザ
第 8回 「レーザー干渉計測」・懇親会

埼玉県環境科学国際センター研究所長 門野博史

-受講料全8回分 3.000円(資料等代)
※指定口座に前納していただきます。受講料は、キャンセル及び欠席の場

合にもお返しできませんのでご了承ください。第3固からの参加でも受
講料は3，000円です。

・申込・間合わせ先

(財)湾玉県中小企業振興公社産学連携支援部プロジェクト推進グループ

電話o4 8 -8 5 7 -3 9 0 1 FAX 0 4 8 -8 5 7 -3 9 2 1 
URL hllp:l/www.saitama-j.or.jp/opto/ E-mail opto@saitama-j.or.jp 

発行:埼玉大学地域オープンイノベーションセンター産学官協議会
干338・8570さいたま市桜区下大久保255埼玉大学総合研究機構地域オーフ。ンイノベーションセンター内
TEL 048(858)9354 / FAX 048(858)9419 / E-MAIL tiiki@ml.saitama-u.ac.jp URL http://www.saitama仏 ac.jp/coic/ contents/interchange.h tml 
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.創立60周年記念シンポジウム(国立大学協会との共催)

日 時平成21年9月19日(土) 14:00"-' 16:00 

ア マ 「脳科学の現在と課題』 (仮)

パネリスト 理化学研究所脳科学総合研究センター センター長 利根川 進(2Eノ正よみ賞)
理化学研究所脳科学総合研究センター 副センター長 田中 啓治

理化学研究所脳科学総合研究センター 研究員 中谷裕教

埼玉大学大学院理工学研究科 教授 綿貫啓一

埼玉大学脳科学融合研究センター センター長・教授 中井淳一

4Z0玄、 場 ラフレさいたま f嬰ホール

さいたま市中央区新都心3-2 TEL 048-601-1111 
F足~ 員 400名

アクセス J Rさいたま新都心駅下車徒歩7分
J R北与野駅下車徒歩10分

.創立60周年記念式典・記念講演会

日 時平成21年9月25日(金)

記念講演会 15:00"-'16:30 弓宿

テ ー マ「クリーンルームから地球環境まで]

講 師埼玉大学大学院理工学研究科教授・環境科学研究センター

定 員 400名

式 典 17:00'"'"'17:40 

レセプション 18:00'"'"' 19:30 

会 場浦和ロイヤルパインズホテル 4F

センター長坂本和彦

さいたま市浦和区仲町2-5-1 TEL 048-827・1111
アクセス J R浦和駅下車西口より徒歩7分

記念シンポジウム及び記念講演会の定員には

埼玉大学学生・関係者を含みます。

詳細はあらためてHPなどでお知らせします。

-問い合わせ先
埼玉大学総務課総務係

TEL 048・858・3005E-mail soumu@gr.saitama-u.ac.jp 

共に歩もう
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